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これから書こうとするものは，単なる歴史上の

物語ではない。情報，中でも，風説的個人情報と

云われる種類の情報の姿を，王朝時代の歴史の中

で拾ったものである。そして，この種の情報の持

つ破壊力の恐しさを描き出し，にもかかわらず，

我々はそれに対応する手段を殆ど持っていないこ

とを見ていったものである。

【在原業平と恬
やす

子
こ

内親王】
在原業平の一代記的歌物語である伊勢物語は，

「狩の使」と題した第69段に，業平と伊勢 斎宮
いつきのみや

恬
やす

子
こ

内親王との一夜の情交の話を描いている。

この歌物語を「伊勢物語」と呼ぶのは，この話

が，物語成立の当初の頃は，巻頭の第1段にあっ

たためであるとも云い，そうでなくても，幾多の

恋物語が散りばめられたこの歌物語の中にあって

も，この一夜の愛こそが，愛の極致の姿であると

考えられたために，特にそう名付けられたのだと

も云う。

伊勢斎宮は未婚の皇女たちの中から選ばれて，

伊勢神宮に巫女として奉仕する女性である。神に

仕える女，すなわち神の妻であり，神聖にして冒

すべからざる神女である。業平は狩の使として伊

勢の国に下る。狩の使とは宮中の宴会用の野鳥を

捕らえさせるために諸国に派遣する勅使のことで

ある。業平は斎宮の館に宿泊する。（図1参照）

業平は斎宮恬子に二人だけでお逢いしたいと，

そっと云う。彼女は親友惟
これ

喬
たか

親王の同母妹である。

従って兄から妹へ，業平がそちらへ行くようだか

ら，宜しく便宜をはかってやってくれ，との書状

は予め届けられていた。それかあらぬか，業平は

酒宴の後一人部屋に帰り，寝付かれないままに，

西に傾く月を見るともなく眺めていると，恬子が

業平の居る部屋に，そっと音も立てず影のように

やって来る。短い情交の後，あかときに自らの部

屋に帰った恬子は，一つの歌をしたためて業平の

ところへ侍女に届けさせる。それが，伊勢物語の

歌の中でも，五指のうちに入る屈指の名歌。

「君や来
こ

し我れや行きけむ思ほえず　夢かうつ

つか　寝てか覚めてか」（貴方がお出でになった

のでしょうか。それとも私が伺ったのでしょうか。

一体あれは夢だったのでしょうか，うつつだった

のでしょうか。）

それは愛の行いの朦朧とした夢幻の境のみなら

ず，淡い月光の射し入る「ほのかな」世界を描き

出すものでもある。

この時，恬子と業平の間には，単なる男女の間

ではなく，同じように悲しい運命の下にいる者同

士の心の通い合いがあった。

すなわち，業平は桓武天皇の第一皇子なる平城

天皇の第一皇子阿
あ

保
ぼ

親王の子。しかし，薬
くす

子
こ

の乱

によって平城天皇は皇位から遠ざけられ，その子

孫もそれぞれに不遇の道を歩んでいた。一方，惟

喬親王は文徳天皇の第一皇子。しかし，皇位は摂

政藤原良房の娘の明子
あきらけいこ

所生の惟仁親王（清和天

皇）に奪われ，怏
おう

々
おう

として心楽しまぬ日々を送る

身であった。同じような境遇の下で，惟喬親王と

業平とは互いに心を通じ合わせた親友であった。

恬子はその惟喬と母を同じくする妹。業平と恬子

との一夜の愛の行為には，そうした悲運の共感が

あった。（図2参照）

二百年影を落とした一夜の愛　（伊勢神宮神罰問題）
元関西外国語大学教授

金谷信之

図1 伊勢物語絵巻：狩の使
（三重県立斎宮歴史博物館蔵）
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何年連れ添っても子をなさぬ夫婦も多いのに，

何と云う皮肉。この一夜の情交によって恬子内親

王は懐妊する。やがて月満ちて一人の男子が産ま

れる。本来は生まれて来ることの許されぬ子供で

ある。時の伊勢権守兼神
じん

祇
ぎ

伯
はく

の高
たか

階
しな

峰
みね

緒
お

は，この

処置に苦慮した。彼は師
もろ

尚
なお

と名付けることになっ

たその子を引き取って，我が子茂範の養子とした。

しかし，この時から，高階氏は伊勢神宮に憚
はばか

り

ある家系，すなわち，伊勢神宮に参詣することを

許されない家系と云うことになったのである。

ちなみに，高階氏は天武天皇の第一皇子高
たか

市
いち

皇

子の後裔氏族で，この峰緒は長屋王の子桑田王の

後である。（図3参照）

【皇后定子と敦
あつ

康
やす

親王】
業平や恬子内親王の物語は，清和天皇の貞

じょう

観
がん

年中，860年頃のこと。それから既に 150年近く

の月日が流れて，1011年，三条天皇が即位の時

に，突然に，この二人の愛の物語が政局の中に浮

き上がる。

寛平 2年，花山天皇の突然の出家譲位により，

皇太子であった一条天皇が僅か 7才で即位する。

一条天皇が 11才で元服した時，関白藤原道隆は

我が娘で 15才の定子を天皇の中宮に入れる。枕

草子を書いた清少納言は，この中宮定子の女房の

中の一人であった。

しかし，定子が 21才になった時，父道隆は疫

病によって死亡する。それのみならず，その翌年

には兄弟の伊
これ

周
ちか

と隆家が，仲違いした花山法皇に

矢を射掛けるという不祥事が起こり，兄の伊周は

太宰権帥に，弟の隆家は出雲権守に左遷される。

二人は 1年後には罪を赦るされて召還されるが，

定子もまた出家を余儀なくされ尼
あま

削
そ

ぎ
ぎ

になる。尼

削ぎとは尼となって垂れ髪の先を頸のあたりで切

り揃えた髪のことである。

しかし，一条天皇は尼となっても定子を手放さ

ず，長保元年（999年）24才の定子は皇子敦
あつ

康
やす

親

王を出産する。その年，関白藤原道長は 12才の

娘彰
あき

子
こ

を一条天皇の下に入れる。源氏物語を著作

中で，つとに名の知られていた紫式部は，この時，

道長の懇請によって，この彰子に仕えることになる。

翌年，定子は再び妊娠するが，あっけなくも産

褥で死去してしまう。定子の忘れ形見敦康親王は

彰子が引き取って養育する。彰子はやがて二人の

皇子（後一条，後朱雀）を出産するが，彼女は敦

康を我が子以上に可愛がり慈しんだ。

この一条天皇は，寛弘8年（1011）32才で死去

し，かねて皇太子であった三条天皇が即位する。

この時，新たに三条天皇の皇太子を選ぶに当たっ

て問題が噴出する。結果として，13才になる敦

康親王を差し置いて，彰子所生の，まだ4才の敦

成親王（後一条）が皇太子に選ばれる。

平城天皇　　　　阿保親王　　　　

紀名虎　　　　紀静子　　　　

桓武天皇　　　　　　嵯峨天皇　　　　仁明天皇　　　　文徳天皇

藤原良房　　　　藤原明子

淳仁天皇

天武天皇　　　　高市皇子　　　　長屋王　　　　桑田王　　　　磯部王　　　　石見王

茂範　　　　　　　　　　　良臣　　　　成忠　　　　　　
（高階姓） （養子）

図2 業平と恬子の関係系図

図3 高階氏系図

恬子内親王

惟喬親王

清和天皇

在原業平

貴子師尚峰緒
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彰子自身も愛し育てた敦康を皇太子にと父道長

に強く推薦し，それを拒絶した父に対して，彼女

は明らさまな怨みを投げつけたと伝えられてい

る。道長のその決定に大きな影響を与えたのが敦

康親王の別当を勤めていた藤原行成の奏上文であ

った。彼はその中で，敦康親王の生母定子は伊勢

神宮に憚りある高階氏の血を承けているから敦康

親王は王位には適さないと述べていた。すなわち，

定子の父道隆は，若い日，円融天皇に内侍してい

た才気煥発な高階貴子を見初めて妻とし，彼女か

ら伊
これ

周
ちか

，隆家，定子らを儲けたのである。

このようにして，在原業平と斎宮恬子との情事

の思い出は，150年の年月をおいても，生き生き

と息づいていたのであった。（図3・図4参照）

ちなみに，百人一首に「忘れじの行く末まで

は・・・」の歌が選ばれている儀同三司の母とは，

この高階貴子のことである。あるいは，高内侍と

も呼ばれていた。

【後朱雀天皇と女原
もと

子
こ

】
これだけでも驚かされるのに，業平と恬子の一

夜の思い出は，さらにそれより約 30年後，もう

一度，もっと激烈な形をとって現れ，遂に一人の

天皇をも取り殺すに至るのである。

長元 9年（1036年）後一条天皇は 29才で死去

する。その後を嗣いだのは，その弟で 28才の敦

良親王（後朱雀天皇）である。

後朱雀天皇は強い性格の持ち主で，王者意識の

強い天皇であった。そして，その王者意識は「こ

の国は神国なり」と云う神国思想と一体的に結び

付いていた。従って，神風の伊勢の大神には絶対

的な尊崇を抱いていた。

ところが皮肉なことに，その治世の初めから，

伊勢にからまる事件が頻発する。神宮の祭主の人

事をめぐる紛争や怪異。台風による伊勢外宮の転

倒破壊。伊勢神
じ

人
にん

の強
ごう

訴
そ

。そうした中で中宮女原
もと

子
こ

の産褥死。そして，この女原子の死去が「伊勢神宮

の神罰なり」と噂されたのであった。女原子はかの

敦康親王の娘であり，伊勢神宮に憚りありとされ

た高階家の血筋を引いているのである。

それは，後朱雀にとっては物凄い衝撃であった。

彼の精神は惑乱する。私は伊勢の大神の怒りを蒙

っている。何としても大神の怒りを鎮めねばなら

ないと，彼は夜毎々々清涼殿の庭に出て水
みず

垢
ご

離
り

を

取り，伊勢に向かって，宮中の外まで響く大声を

発しながら，凄まじい形相で礼拝を繰り返して止

めようともしない。身体は冷え切って腰痛が激発

する。折りも折り，内裏で火災が起こり内侍所の

神鏡が焼け，形も留めず溶けてしまう。

後朱雀の精神はもう完全に錯乱状態となり，そ

の容貌は鬼気迫るものとなった。そして，やがて

全身的な浮腫に襲われ，寛徳2年（1045年）在位

9年にして死去する。37才。

こうして，伊勢神宮の神罰を蒙る家系と云う伝

承は，遂に一人の天皇を狂気に陥れ，その生命さ

えも奪ったのであった。

【風説的個人情報の伝承と云うこと】
かくのごとく，在原業平と恬

やす

子
こ

内親王との愛の

一夜より，数えて200年，延々として伝えられて

いった伊勢神宮に憚
はばか

りある血筋，伊勢大神の神罰

を受ける家系なるものの，その実体は一体何なの

か。業平と恬子との子師尚の中に，伊勢大神が忌

み嫌うようなDNAが生じて，その遺伝子が代々子

孫へと流れているかのごとき，人々の認識である。

しかし，そんなDNAなど存在する訳はない。

図4 敦康親王関係系図

高階貴子

敦康親王
定子

伊周
隆家　　　　　　祗子女王（具平親王の娘）

藤原道隆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女原子

一条天皇
藤原道長　　　　　　　　　　　　　　後一条天皇

彰子　　　　　　　　　　　　　　　　後朱雀天皇
源倫子
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では，何が伝わっているのか。伝わっていったの

は何か。それは，まさに一つの「情報」である。

姿も形もないが，それでいて厳然と実在する「情

報」である。情報以外の何ものでもない。

さらに云えば，情報の中でも，個人に関する風

説と表現される種類の情報である。

こうしてみると，この種の情報の恐ろしさに身

の毛がよだつ。何と恐ろしいものだろう。それは，

しばしば，事実の有無にかかわらず作られてゆく。

しかも第三者の心の中で作られてゆく。それは全

く本人たちの関知しない所で作られてゆく。そし

て，その情報が，ひと度，社会の中で呼吸をし始

めると，それは魔王的破壊力を持つ。にもかかわ

らず，それを消し去ることは殆ど困難である。消

し去るための手段は殆どない。

敦康親王，彼を愛育した中宮彰子，後朱雀天皇，

そして，その寵姫
ちょうき

女原子。その人たちも，どうする

ことも出来なかった。ただ周囲に怒りを叩き付け，

あるいは狂気のように神に祈るのみであった。

伊勢の神罰を蒙る家系と云う，云われもなき風

説的情報に晒され続けた高階一族の人たちにとっ

て，それは何と云う痛憤であったろう。

私はここで思い出す。紫式部の源氏物語 54帖

執筆についての保立道久氏の所論（注）である。氏

は，紫式部が源氏物語を執筆した狙いの一つには，

女主人なる中宮彰子が愛情を注ぐ敦康親王の出自

についての認識を，世の人に少しでも改めてもら

おうとするものがあったと述べている。すなわち，

皆さんは敦康親王には伊勢大神が忌み給う血が流

れていると云うけれど，そもそも事の発端である

在原業平と恬子内親王の情事などと云うものは，

世の中で極く有り触れたことに過ぎず，皆さんだ

って，いや，帝
みかど

だって大臣
おとど

だって，それ以上の不

義・破倫をなさってるじゃありませんか。と云い

たかったのだと，同氏は指摘しているのである。

その論の当否は措くも，この種の風説的個人情

報に対する対処の方法としては，紫式部が志した

ように，そのようなことは特別なことではないと

して，それを平気で受け入れる寛容さを社会の中

に作ることだけなのかも知れない。

本人が公開を避け，秘密にしておきたい個人情

報はプライバシーと呼ばれて，最近しばしば話題

になるが，事はその種のプライバシー問題とは別

種の問題であり，より始末に困る問題である。

【付記：その後の高階氏】
高階氏からは後に，後白河法皇の寵姫丹後局が

現れる。貴子の時代から約200年の後，後白河の

院政に参与して鎌倉幕府と対抗し，朝廷に隠然た

る権勢を持っていた高階栄子である。さらにそれ

から下ること約130年，高階氏の門
もん

葉
よう

から，高師

直・高師泰の兄弟が現れる。足利尊氏に従って転

戦し，南朝方を次々に破り，足利幕府の創設の枢

機に参画し権勢をふるった兄弟である。（図 5参

照）

これらの人たちには，もはや伊勢神宮の神罰など

と云う話はない。社会が変わってしまい，時代が変

わってしまったからであろうが，これを以てこれを

思うに，社会が変わることだけが解決法だとする考

えは，悲しいけれど妥当なのかも知れない。

（注）保立道久氏「平安王朝」岩波新書p123

図5 高階氏その後の系図

師尚　　　　　良臣　　　　　成忠　　　　　　　　

敏忠　　　　　業遠　　　　　成章　　　　　（3代略）

成佐　　　　　（6代略） 重氏

師氏　　　　　　師重　　　　　　　

貴子

栄子

師直

師泰


